
p6広報あいなん

消防団員による分列行進

消
防
団
員
き
び
き
び
と

■
消
防
本
部
か
ら

少年消防クラブによる人員服装点検

町
　
か
　
ら
　
の
　
お
　
知
　
ら
　
せ

　
南
レ
ク
城
辺
公
園
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
「
平
成
26
年
愛
南
町
消
防
出

初
式
」
を
挙
行
し
、
町
内
５
方
面
隊

18
分
団
か
ら
出
動
し
た
約
５
０
０
名

が
姿
勢
・
服
装
点
検
や
分
列
行
進
、

通
常
点
検
や
小
隊
訓
練
な
ど
規
律
の

と
れ
た
動
作
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま

た
、
柏
小
、
平
城
小
、
城
辺
小
、
一

本
松
小
、
福
浦
小
の
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
に
よ
る
人
員
服
装
点
検
も
あ
り
、

各
ク
ラ
ブ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
隊
長
の
号

令
に
合
わ
せ
た
元
気
の
い
い
団
体
行

動
を
見
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
消
防
団
活
動
に
功
労

の
あ
っ
た
団
員
に
対
し
て
表
彰
状
の

授
与
と
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し

た
。

　
当
日
表
彰
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
平
成
26
年
愛
南
町
消
防
出
初
式
　
被
表
彰
者
】

日
本
消
防
協
会
長
表
彰（
伝
達
）

　
●
功
績
章 

　
　
水
本
幹み

き

雄お

　
城
辺
方
面
隊
　
方
面
隊
長

　
●
精
績
章

　
　
高
川
一か

ず

幸ゆ
き

　
内
海
方
面
隊
　
副
方
面
隊
長

　
　
木
村
俊し

ゅ
ん
す
け介

　
城
辺
方
面
隊
　
副
方
面
隊
長

　
●
勤
続
章

　
　
根
澤
武た

け

文ふ
み

　
内
海
方
面
隊
　
第
３
分
団
　
班
長

　
　
大
根
梅う

め

次つ
ぐ

　
内
海
方
面
隊
　
第
３
分
団
　
団
員

　
　
立
目
熊く

ま

義よ
し

　
内
海
方
面
隊
　
第
３
分
団
　
団
員

　
　
松
岡
克か

つ

幸た
か

　
御
荘
方
面
隊
　
第
２
分
団
　
団
員

愛
媛
県
知
事
表
彰

　
●
功
労
章

　
　
若
林
弘ひ

ろ

武む

　
消
防
本
部
　
消
防
司
令
補

　
　
加
幡
鹿し

か

太た

郎ろ
う

　
内
海
方
面
隊
　
第
２
分
団
　
副
分
団
長
　
ほ
か
５
名

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
●
竿
頭
綬 

　
　
愛
南
町
消
防
団

　
●
功
績
章

　
　
埜
下
浩ひ

ろ

孝た
か

　
御
荘
方
面
隊
　
第
１
分
団
　
分
団
長
　
ほ
か
３
名

　
●
勤
続
章

　
　
稲
田
和か

ず

幸ゆ
き

　
御
荘
方
面
隊
　
第
１
分
団
　
団
員
　
ほ
か
44
名

愛
媛
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

　
●
家
族
内
助
の
功
労
者

　
　
島
本
し
の
ぶ
　
内
海
方
面
隊
　
島
本
善よ

し

行ゆ
き

方
面
隊
長
夫
人 

愛
南
町
長
表
彰

　
　
宮
下
英ひ

で

幸ゆ
き

　
内
海
方
面
隊
　
第
２
分
団
　
団
員
　
ほ
か
９
名

愛
南
町
消
防
団
長
表
彰

　
　
河
野
貴た

か

厳よ
し

　
内
海
方
面
隊
　
第
１
分
団
　
副
分
団
長
　
ほ
か
18
名 
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役場本庁で行われた調印式では、
髙橋社長（写真右）と清水町長が協
定書に署名し、力強く握手を交わ
しました。

協
定
締
結
で
災
害
時
の
物
資
供
給
体
制
を
強
化

■
防
災
対
策
課
か
ら

水
産
業
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
模
索

■
水
産
課
水
産
振
興
室
か
ら

食
育
に
つ
い
て
学
ぼ
う

■
愛
南
町
食
育
推
進
協
議
会
か
ら

児童は3チームに分かれて料理を1品ずつ提供

し、人気レシピの投票審査を行いました。

定
は
あ
り
が
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　
愛
南
町
と
ダ
イ
キ
株
式
会

社
（
松
山
市
、
髙
橋

つ
か
さ

宰
代
表

取
締
役
社
長
執
行
役
員
）
が
、
災
害

時
の
住
民
生
活
の
早
期
安
定
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
「
災
害
時
等
に

お
け
る
物
資
供
給
協
力
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
災
害
時
に
生
活
必

需
品
な
ど
の
優
先
供
給
に
協
力
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
、
清
水
町
長
は

「
本
町
が
取
り
組
む
防
災
、
減
災
対

策
は
ま
だ
ま
だ
十
分
で
は
な
く
、
協
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『
儲
か
る
水
産
業
を
め
ざ
し
て
！

〜
漁
協
販
売
事
業
の
可
能
性
を
探
る

〜
』
を
テ
ー
マ
に
、
御
荘
文
化
セ

ン
タ
ー
で
「
第
４
回
愛
南
町
水
産

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
漁
協
職

員
や
漁
業
関
係
者
な
ど
約
１
３
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
山
本

ふ
と
し
太
久
良

漁
協
参
事
と
岡
田
孝た

か

洋ひ
ろ

愛
南
漁
協
東

海
支
所
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組

む
販
売
事
業
に
つ
い
て
報
告
し
た
ほ

か
、
愛
媛
大
学
南
予
水
産
研
究
セ
ン

タ
ー
の
天
野
通み

ち

子こ

助
教
が
、
ア
メ
リ

カ
や
カ
ナ
ダ
に
養
殖
ブ
リ
を
輸
出
す

る
鹿
児
島
県
東
町
漁
協
の
取
組
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
総
合
討
論
で
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

冒
頭
で
「
愛
南
町
の
県
内
外
で
の

『
ぎ
ょ
し
ょ
く
教
育
』
や
東
北
地
方

で
行
っ
た
震
災
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
の
活
動
が
愛
南
ブ
ラ
ン
ド
の
認

知
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
取
組
を
利
益
に
つ
な
げ
る
の
が
こ

れ
か
ら
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
な
い
か
」

と
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た

南
水
研
の
竹
ノ
内
徳な

る

人ひ
と

准
教
授
が
話
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愛
南
町
食
育
推
進
事
業
指
定
校
の

福
浦
小
学
校
で
「
第
４
回
愛
南
町
食

育
推
進
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
福
浦
小
学
校
が
取
り
組

ん
だ
食
育
推
進
事
業
に
つ
い
て
発

表
が
あ
り
、
「
地
域
の
食
材
を
活
か

し
、
地
域
の
人
々
と
と
も
に
栽
培
、

収
穫
、
調
理
、
会
食
と
い
う
一
連
の

体
験
活
動
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、

児
童
・
保
護
者
と
も
に
『
食
』
へ
の

関
心
が
向
上
し
、
意
識
の
変
容
に
つ

な
が
っ
た
」
と
取
組
の
成
果
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
校
の
５
、
６
年
生
は
、

自
分
た
ち
で
考
案
し
た
カ
ン
パ
チ
の

レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
中

か
ら
「
カ
ン
パ
チ
っ
酢
」、「
カ
ン
パ

チ
大
根
」、「
カ
ン
パ
チ
の
ア
ル
ミ
ホ

イ
ル
焼
き
」
の
３
品
が
提
供
さ
れ
、

来
場
者
が
試
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
鹿
児
島
県
霧
島
市
で

食
育
を
展
開
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
霧
島

食
育
研
究
会
の
千
葉
し
の
ぶ
理
事
長

が
『
食
べ
も
の
に
は
ド
ラ
マ
が
あ
る

〜
心
を
育
む
食
と
農
〜
』
と
題
し
た

食
育
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

し
た
よ
う
に
、
参
加
者
は
積
極
的
に

意
見
交
換
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
愛

南
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
と
販
路
拡
大
の

方
策
を
探
り
ま
し
た
。
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町からのお知らせ

愛南町職員の給与・定員管理等について

　地方公務員法（昭和25年法律第261号）第58条の2及び愛南町人事行政の運営等の状況の公表に関する条

例に基づき、愛南町の給与・定員管理等を公表します。なお、紙面の都合上、詳細についてはホームページ

に掲載させていただきます。詳しくは、総務課職員係（℡  72－1211）までお問い合わせください。

１　総括
（1）人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本
台帳人口
（平成24年度末現在）

歳出額
（Ａ）

実質
収支

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ/Ａ）

（参考）
平成23年度の
人件費率

平成24
年度 

人

24,239
千円

16,123,902
千円

583,814
千円 ％ ％

3,158,143 19.6 20.4 

（注）１　「地方財政状況調査」の区分による普通会計（一般・温
泉）決算です。

　　  ２　人件費には、特別職の給与、共済組合負担金、公務災害
補償費等を含みます。

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

区
　
分

職
員
数（
Ａ
）

給　与　費 一
人
当
た
り
給

与
費（
Ｂ
／
Ａ
）

給
　 

料

職
員
手
当

期
末
・

勤
勉
手
当

計（
Ｂ
）

平成24
年度

人 千円 千円 千円 千円 千円

405 1,434,431 185,837 503,967 2,124,235 5,245 

（注）１　「地方財政状況調査」の区分による普通会計予算です。
　　  ２　職員手当には、退職手当を含みません。
　　  ３　職員数は、平成24年4月1日現在の職員数です。

２　一般行政職給料表の状況
　　　　　　　　  （平成25年4月1日現在）

（2）職員の初任給の状況（平成25年4月1日現在）

区　分 愛南町 愛媛県 国

一般行政職

大学卒 172,940円 176,355円

総合職
 181,200円

一般職
 172,200円

高校卒 140,702円 142,911円
一般職
 140,100円

技能労務職

高校卒 134,676円 137,789円 －

中学卒 123,026円 122,122円 －

（3）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成25年4月1日現在）

区　分
10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

一般行政職
大学卒 241,373円 268,112円 324,020円

高校卒 222,100円 242,810円 283,481円

技能労務職
高校卒 187,804円 215,602円 243,014円

中学卒 － － 219,740円

（注）経験年数は、実際の勤続年数に採用前の前歴期間を加えた年数です。

４　一般行政職の級別職員数等の状況
（1）一般行政職の級別職員数の状況（平成25年4月1日現在）

区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比

６級 総括課長 3人 1.2%

５級 課長 35人 13.7%

４級 課長補佐 46人 18.0%

３級 係長・主任 64人 25.1%

２級 主査 81人 31.8%

１級 主事 26人 10.2%

（注）1　愛南町職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分によ
る職員数です。

　　2　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

（1）職員の平均年齢、平均給料月額の状況
　　　　　　　　　　　　（平成25年4月1日現在）

①一般行政職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

愛南町 44.6歳 298,131円 333,086円

愛媛県 44.7歳 349,312円 446,864円

国 43.1歳 307,220円 376,257円

３　職員の平均給与月額、初任給等の状況

区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級

1号級の
給料月額

136,183 186,598 223,858 263,026 290,443 321,978

円 円 円 円 円 円

最高号級の
給料月額

244,747 309,123 356,225 389,969 402,322 424,417

円 円 円 円 円 円

（注）給料月額は、給与抑制措置を行う前のものです。

（3）特記事項
○　特別職の給料月額を愛南町特別職等の職員の給料の
特例に関する条例（平成19年愛南町条例第14号）に基づ
き、平成25年4月1日から平成26年3月31日までの間、
以下のとおり減額支給しています。

　・町　長：給料月額  5.0%減額（770,000円→731,500円）
　・副町長：給料月額  5.0%減額（625,000円→593,750円）
　・教育長：給料月額  5.0%減額（570,000円→541,500円）
○　議会議長と副議長の報酬月額を愛南町議会議員の議
員報酬の特例に関する条例（平成22年愛南町条例第15
号）に基づき、平成25年4月1日から平成26年3月31日ま
で、以下のとおり減額支給しています。

　・議　長：報酬月額  1.5%減額（286,000円→281,800円）
　・副議長：報酬月額  1.5%減額（227,000円→223,600円）
○　管理職手当の見直しを行い、平成21年4月1日から定
額制に改正し、以下のとおり減額支給しています。

　・平成22年1月から 総務課長（25,000円減額）、会計管理
者等（18,000円減額）、課長等（15,000円減額）、所長心得
（10,000円減額）
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平成25年度の構成比

1級9.7％1級10.2％

2級
34.4％2級

31.8％

3級
27.0％3級

25.1％

4級12.7％4級18.0％

5級15.1％ 6級
1.2％

6級
1.2％

6級
1.2％

6級
1.2％

5級13.7％

1年前の構成比

（2）昇給への勤務成績の反映状況
　愛南町職員の勤務成績の評定に関する規則に基づき、毎年１回
定期的に勤務成績の評定を行い、人事管理の基礎資料とし、公務
能率の発揮及び増進を図っています。
　勤務評定は、評定を受ける職員の所属する管理職職員が評定者
として、所属職員の能力、執務態度及び業績等の評価を行い、副
町長及び総務課長が調整者として、評定結果の調整を行います。
　調整した評定結果は町長が最終確認をし、人事異動、昇任及び
昇給等に活用しています。
　勤務評定による昇給区分は以下のとおりです。

評定区分

昇給区分

A B C D E

特にすぐ
れている

すぐれて
いる

普通である
普通より
も劣る

よくない

54歳以下 号給数 8以上 6 4 2 0

55歳以上 号給数 2以上 1 0 0 0

　また、人事異動に当たっての希望、勤務状況についての自己評
価、現在の仕事についての成果などを申告する自己申告書を職員
に提出させ、人事異動において活用しています。

５　職員の手当の状況
 （1）期末手当・勤勉手当（平成25年度）

区　分
愛南町 愛媛県 国

期末手当勤勉手当期末手当勤勉手当期末手当勤勉手当

支給割合 2.60月分 1.35月分 2.60月分 1.35月分 2.60月分 1.35月分

加算措置
の状況

職制上の段階、職
務の級等による加
算措置

職制上の段階、職
務の級等による加
算措置

職制上の段階、職
務の級等による加
算措置

１人当たりの
平均支給額

1,292千円 1,563千円 －

 （3）退職手当（平成25年4月1日現在）

区　分
愛南町 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続２０年 23.03月分 28.7875月分 23.03月分 28.7875月分

勤続２５年 32.83月分 38.955月分 32.83月分 38.955月分

勤続３５年 46.55月分 55.86月分 46.55月分 55.86月分

最高限度額 55.86月分 55.86月分 55.86月分 55.86月分

その他の
加算措置

定年前早期
退職特別措
置（2～20％
加算）

定年前早期
退職特別措
置（2～20％
加算）

１人当たり
平均支給額

3,721千円 19,487千円

退職手当の
調整額

　職務の級等の区分に応
じた6段階の調整月額を
決め、職員の在職期間の
うち、その月額が高い方
から60月分の合計額を調
整額として加算

　職務の級等の区分に応
じた6段階の調整月額を
決め、職員の在職期間の
うち、その月額が高い方
から60月分の合計額を調
整額として加算

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、平成24年度に退職した
職員に支給した平均額です。

（2）時間外勤務手当

平成24年度
決算

支給実績 69,378千円

職員１人当たり平均支給年額 178千円

平成23年度
決算

支給実績 68,607千円

職員１人当たり平均支給年額 157千円

（4）特殊勤務手当（平成25年4月1日現在）

平成24年度
決算

支給実績 4,942千円

支給職員１人当たり平均支給年額 68,639円

職員全体に占める手当支給職員の割合 18.5%

平成25年度 手当の種類（手当数） 9

【参考】勤勉手当への勤務成績の反映状況（一般行政職）

　愛南町職員の勤務成績の評定に関する規則に基づき、年2回勤

務成績の評定を行い、勤勉手当成績率に反映し、公務能率の発

揮及び増進を図っています。

　勤務評定は、評定を受ける職員の所属する管理職職員が評定

者として、所属職員の能力、執務態度及び業績等の評価を行

い、副町長及び総務課長が調整者として、評定結果の調整を行

います。

　調整した評定結果は町長が最終確認をし、勤勉手当へ反映し

ています。

手当の名称 主な支給対象業務職員
左記職員に対
する支給単価

税徴収等手当 町税の徴収に関する事務に従事した職員 日額250円

防疫作業手当

感染症患者若しくは感染症の疑いのあ
る患者の救護に従事した職員

日額700円

感染症の病原体に付着した物件若しく
は付着の危険がある物件の処理作業に
従事した職員

家畜伝染病の病原体を有する家畜若し
くは家畜病原体を有する疑いのある家
畜に対する防疫作業に従事した職員

野猿駆除手当 野猿駆除に従事した職員 1回2,000円

行旅病死人
等収容手当

行旅病人の収容作業に従事した職員 1回1,000円

行旅死亡人の収容作業に従事した職員 1回3,000円

ごみ処理・
し尿処理手当

ごみ処理及びし尿処理に従事した職員 月額5,000円

火葬業務・
火葬処理手当

やむを得ない事情により火葬処理に従
事した職員

月額5,000円

夜
間
勤
務
手
当

あけぼ
の荘

あけぼの荘における夜間勤務に従事し
た職員

日額250円

環境衛
生セン
ター

環境衛生センターにおける夜間ごみ焼
却業務に従事した職員

1回1,000円

消防職手当
消防職員のうち、階級を有し、制服を
着用し、消防事務に従事する者(事務
専従職員は、支給対象外)

1日250円

救急出動手当
救急救助業務に従事した職員(救急救
命士が出場し、特定行為を実施した場
合は、250円を加算)

1回250円
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計

職
員
数

2 11 18 17 49 64 54 61 56 69 66 0 467

 人 人  人  人 人  人 人 人 人 人 人 人 人

構
成
比

0.4 2.4 3.9 3.6 10.5 13.7 11.6 13.1 12.0 14.8 14.1 0.0 100 

％ ％  ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

（注）　職員数は一般職に属する職員数（教育長1人を除く。）であ
り、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員等を含
み、臨時又は非常勤職員、宇和島地区広域事務組合出向職員
等（平成24年5人及び平成25年4人）を除いています。

（3）年齢別職員構成の状況（平成25年4月1日現在）

（1）部門別職員数の状況と主な増減理由

区分

部門

職員数
主な増減理由平成

24年
平成
25年

対前年
増減数

一
般
行
政
部
門

議　会 3人 3人 0人

総　務 57人 56人 △1人 管理職兼務による減員

税　務 14人 14人 0人

民　生 101人 98人 △3人 退職者不補充による減員

衛　生 45人 42人 △3人 衛生施設の業務見直しによる減員

農林水産 28人 28人 0人

商　工 12人 12人 0人

土　木 14人 14人 0人

小　計 274人 267人 △7人
特
別
行
政
部
門

教　育 82人 73人 △9人
給食センター統合等の業
務見直しによる減員

消　防 49人 50人 1人 業務見直しによる増員

小　計 131人 123人 △8人

公
営
企
業
等
会
計
部
門

病　院 38人 38人 0人

水　道 13人 13人 0人

交　通 0人 0人 0人

下水道 1人 1人 0人

その他 26人 25人 △1人 業務見直しによる減員

小　計 78人 77人 △1人

合　計 483人 467人 △16人

（注）　職員数は、一般職に属する職員数（教育長1人を除く。）であ
り、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員等を含
み、臨時又は非常勤職員、宇和島地区広域事務組合出向職員
等（平成24年5人及び平成25年4人）を除いています。

８　職員の分限及び懲戒処分の状況
（1）分限処分（平成24年度）

処分事由 地方公務員法 降任 免職 休職 降給 合計

勤務成績が良くな
い場合

第28条第1項第1号 － － － － 0件 

心身の故障の場合
第28条第1項第4号
　　　第2項第1号

－ － － － 0件 

職に必要な適格性
を欠く場合

第28条第1項第3号 － － － － 0件 

職制、定数の改廃、
予算の減少により
廃職、過員を生じ
た場合

第28条第1項第4号 － － － － 0件 

刑事事件に関し、
起訴された場合

第28条第2項第2号 － － － － 0件 

失職した場合 第28条第4項    　  － － － － 0件 

合　　　　　計 0件 0件 0件 0件 0件 

７　職員数の状況

（2）職員数の推移

年 度
部 門

平成
20年

平成
21年

平成
22年

平成
23年

平成
24年

平成
25年

過去5年間の
増減数(率)

一般行政 327人 318人 309人 293人 274人 267人 △60人
（△18.3％）

教 育 102人 97人 88人 87人 82人 73人 △29人
（△28.4％）

消 防 43人 44人 43人 45人 49人 50人 7人
（16.3％）

普通会計
計 472人 459人 440人 425人 405人 390人 △82人

（△17.4％）

公営企業等
会計 計 80人 79人 80人 80人 78人 77人 △3人

（△3.8％）

総合 計 552人 538人 520人 505人 483人 467人 △85人
（△15.4％）

（注）　各年における定員管理調査において報告した部門別職員数です
（教育長1人を除く。）。

６　特別職の報酬等の状況
（平成25年4月1日現在）

区　分
給料月額等 平成25年度期末手当支給割合

減額後 （減額前） 6月期 12月期 計

給
　
料

町　長 731,500円 (770,000円) 1.40月分 1.55月分 2.95月分

副町長 593,750円 (625,000円) 1.40月分 1.55月分 2.95月分

教育長 541,500円 (570,000円) 1.40月分 1.55月分 2.95月分

報
　
酬

議　長 281,800円（286,000円） 1.40月分 1.55月分 2.95月分

副議長 223,600円（227,000円） 1.40月分 1.55月分 2.95月分

議　員 181,000円（　　－　　）1.40月分 1.55月分 2.95月分

（注）　特別職の給料月額は、愛南町特別職の職員の給料の特例に関す
る条例（平成19年愛南町条例第23号）に基づき、平成25年4月1日か
ら平成26年3月31日まで以下のとおり減額支給しています。

・町　長：給料月額　5.0％減額（770,000円→731,500円）
・副町長：給料月額　5.0％減額（625,000円→593,750円）
・教育長：給料月額　5.0％減額（570,000円→541,500円）
（注）　議会議長と副議長の報酬月額を愛南町議会議員の議員報酬の特例

に関する条例（平成22年愛南町条例第15号）に基づき、平成25年4月1日
から平成26年3月31日まで以下のとおり減額支給しています。

・議　長：報酬月額　1.5％減額（286,000円→281,800円）
・副議長：報酬月額　1.2％減額（227,000円→223,600円）
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９　職員の服務の状況
（1）年次有給休暇（平成24年1月1日～同年12月31日）

総付与日数
（A）

総取得日数
（B）

全対象職員数
（C）

平均取得日数
（B/C）

消化率
（B/A）

9,110日 1,918日 229人 8.4日 21.1%

（注）１　全対象職員数とは、平成24年1月1日から同年12月31日

までの全期間を在職した一般職員に限り、当該期間の中

途に採用した者、退職した者、当該期間中に育児休業、

休職の事由がある職員及び派遣職員を除くものとし、そ

れらの職員を除いた職員の使用した年次有給休暇の合計

数を総取得日数とします。

　 　２　総付与日数とは、平成24年1月1日現在において各職員

に付与した日数（前年からの繰越分を含む。）を全対象職員

にわたって合計したものです。

（2）懲戒処分（平成24年度）

処分事由 地方公務員法 戒告 減給 停職 免職 合計

法令に違反した場合 第29条第1項第1号 5件 － － － 5件

職務上の義務に違
反し又は職務を
怠った場合

第29条第1項第2号 － － － － 0件

全体の奉仕者たる
にふさわしくない
非行があった場合

第29条第1項第3号 － － － － 0件

合　　　　　計 5件 0件 0件 0件 5件

（2）育児休業等の取得状況（平成24年度）

区　　　　　　　分 男性 女性 合計

 育児休業取得者数 － 5人 5人 

 うち新規取得者数 － 4人 4人 

 部分休業取得者数 － － 0人 

 うち新規取得者数 － － 0人 

 深夜勤務及び時間外勤務の制限請求者数 － － 0人 

 うち新規取得者数 － － 0人 

（注）１　部分休業とは、地方公務員の育児休業等に関する法律

第19条に規定する部分休業です。

　　 ２　深夜勤務及び時間外勤務の制限とは、愛南町職員の勤務

時間、休暇等に関する条例第8条の3に規定する深夜及び

時間外勤務の制限です。

10　職員の研修及び勤務成績の評定の状況
研修の状況
　職員の勤務能率の発揮及び増進のため、以下の研修を実施して
います。

区　　　分 研　修　名　等

職場内研修
接遇接客研修、法制執務研修、人事
評価研修、人権教育研修ほか

職
場
外
研
修

基
本
研
修

階層別研修
新採職員研修、中堅職員研修、係長
級研修、課長級研修

ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
研
修

法令コース
行政法講座、民法講座、地方自治法
講座、法制執務講座

政策形成
コース

政策立案講座、政策法務講座、問題
解決能力講座

対人能力
コース

折衝力・交渉力講座、プレゼンテー
ション講座、クレーム対応講座、ロ
ジカルシンキング講座

管理能力
コース

マネジメント能力講座、意思決定能
力講座、広報とマスコミ対応講座

行政経営
コース

県民との協働推進講座、ＣＳ（生活者
満足度）向上講座

行政実務
コース

法人会計講座（複式簿記入門コース、
営利法人コース）、文章力向上講座

派遣
研修

専門研修機関 市町村アカデミー

官公庁 愛媛県

11　職員の福祉及び利益の保護の状況
（1）職員の健康保持、疾病予防対策の状況（平成24年度）

区  分 概         要

職員定期

健康診断

年に1度、本庁及び各支所において、以下の職員

定期健康診断を行いました。

（健診内容）

身体測定、血圧測定、視力・聴力検査、尿検査、

心電図検査、貧血検査、肝機能検査、血中脂質

検査、血糖検査、胸部X線検査、眼底検査、大

腸がん検査、前立腺がん（40歳以上男性対象）検

査、腎機能痛風検査、糖尿病検査、乳がん検査

健康相談

上記職員定期健康診断後に、産業医、保健師及

び栄養士による健康相談を実施し、職員の健康

確保に努めました。

産業医

職場巡視

定期的に産業医が職場を巡視し、業務や業務環

境を観察することを通じて、健康障害の防止及

び快適な職場環境の形成を図りました。

（2）職場の安全衛生の状況（平成25年度）
　労働安全衛生法等に基づき、衛生委員会の設置、産業医、衛生

管理者等の配置を行い、快適な職場環境の実現と職場における職

員の安全と健康の確保のため安全衛生管理体制を整備しています。

（3）福利厚生制度に係る負担状況（平成24年度普通会計決算）

区       分 負担金額

共済組合負担金
愛媛県市町村職員共済組合 503,688千円

愛媛県公立学校共済組合 20,400千円

愛媛県市町村互助会 2,870千円

（4）公務災害の状況（平成24年度）

平成23年度末
現在未処理件数

受理
件数

認定
件数

公務外
件数

取下げ
件数

平成24年度末
現在未処理件数

1件 3件 2件 0件 0件 2件

（5）通勤災害の状況（平成24年度）

平成23年度末
現在未処理件数

受理
件数

認定
件数

公務外
件数

取下げ
件数

平成24年度末
現在未処理件数

0件 0件 0件 0件 0件 0件

（6）勤務条件に関する措置要求の状況（平成24年度）

区　分
平成23年度
末係属件数

措置要求
件数

終結件数
平成24年度
末係属件数

給　　与 － － － －

旅　　費 － － － －

勤務時間 － － － －

休　　暇 － － － －

執務環境 － － － －

福利厚生 － － － －

任　　用 － － － －

そ の 他 － － － －

計 0件 0件 0件 0件

（注）職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、愛媛県人事委員
会（以下「人事委員会」という。）に対して、地方公共団体の当局に
より適当な措置が執られるべきことを要求することができる。

（7）不利益処分に関する不服申立ての状況（平成24年度）

区　分
平成23年度
末係属件数

措置要求
件数

終結件数
平成24年度
末係属件数

分
限
処
分

降任 － － － －

休職 － － － －

免職 － － － －

懲
戒
処
分

戒告 － － － －

減給 － － － －

停職 － － － －

免職 － － － －

そ の 他 － － － －

計 0件 0件 0件 0件

（注）職員は、懲戒処分等その意に反すると認められる不利益な処分を受
けた場合は、人事委員会に対して、不服申立てをすることができる。
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人
権
啓
発
室
か
ら

河内美優さん

人権作文を発表する川村優芽さん

コーディネーターを
務めた飯田豊一先生

志磨村俊二先生

　
『
「
ひ
と
ご
と
」
か
ら
「
わ
が
こ

と
」
へ
〜
差
別
の
現
実
か
ら
深
く

学
ぶ
〜
』
を
テ
ー
マ
に
、
御
荘
文
化

セ
ン
タ
ー
で
「
愛
南
町
人
権
ふ
ぉ
ー

ら
む
」
を
開
催
し
、
町
内
外
か
ら
約

４
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ふ
ぉ
ー
ら
む
は
、
町
内
中
学
生

有
志
に
よ
る
愛
南
町
解
放
子
ど
も

会
「
解
放
未
来
塾
」
の
歌
『
私
た
ち

の
合
言
葉
』
の
合
唱
で
幕
を
開
け
、

開
会
行
事
で
は
一
本
松
中
学
校
３
年

生
の
川
村
優ゆ

芽め

さ
ん
が
、
人
権
作
文

『「
あ
り
が
と
う
」の
意
味
』
を
発
表

し
ま
し
た
。

　
河
内
さ
ん
は
、
未
来
塾
で
の
た

く
さ
ん
の
出
会
い
や
交
流
か
ら

人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
知

り
、
人
と
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い

と
の
思
い
か
ら
訪
問
介
護
の
仕
事

に
就
き
、
そ
の
後
も
未
来
塾
に
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
振
り
返
り
、
未
来
塾
へ
の

思
い
、
自
分
を
支
え
て
く
れ
た
家

族
や
仲
間
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
話
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自

ら
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
未
来
塾

が
誇
り
だ
と
胸
を
張
り
、
「
数
か

月
前
ま
で
塾
生
だ
っ
た
立
場
を
生

か
し
、
子
ど
も
た
ち
と
大
人
の
架

け
橋
に
な
っ
て
、
私
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
を
探
し
た
い
」
と
結

び
ま
し
た
。

　
志
磨
村
先
生
は
、
小
学
校
４
年
生

の
と
き
に
被
差
別
部
落
出
身
で
あ
る

こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

「
差
別
が
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
は
分

か
っ
て
い
た
が
、
社
会
的
差
別
を
自

ら
が
受
け
る
と
い
う
現
実
を
理
解
す

る
に
は
時
間
が
か
か
っ
た
。
し
か

し
、
教
育
と
い
う
中
で
差
別
に
つ
い

て
正
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
正
し

く
知
る
こ
と
で
将
来
が
展
望
で
き

た
。
こ
の
問
題
を
正
し
く
知
る
こ
と

の
大
切
さ
を
自
分
の
生
い
立
ち
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
と
話
し
ま
し

た
。
ま
た
、
「
差
別
は
人
間
関
係
の

中
で
発
生
す
る
。
正
し
い
学
習
で
こ

の
問
題
に
つ
い
て
理
解
し
、
人
間
関

係
の
中
で
な
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
し
、
「
教
育
と
い
う

中
で
差
別
問
題
を
き
ち
ん
と
教
え
る

こ
と
で
被
差
別
部
落
に
生
き
る
子
ど

も
た
ち
に
勇
気
を
与
え
、
い
っ
し
ょ

に
生
き
て
い
き
た
い
」
と
熱
く
語
り

ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
パ
ネ
リ

ス
ト
に
「
愛
南
町
解
放
未

来
塾
」
前
塾
長
の
河
内
美み

優ゆ

さ
ん
と
高
知
県
須
崎
市

立
須
崎
中
学
校
の
志
磨
村

俊し
ゅ
ん
じ二

校
長
の
お
二
人
を
迎

え
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
務
め
た
平
城
小
学
校
の

飯
田
豊と

よ

一か
ず

教
頭
が
、
自
ら

の
意
見
を
交
え
な
が
ら
会

を
進
行
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
か
ら
も

差
別
に
関
す
る
様
々
な
意

見
が
発
表
さ
れ
、
住
民
一

人
一
人
の
自
己
実
現
を
可

能
に
す
る
人
権
の
ま
ち
づ

く
り
の
創
造
に
む
け
、
意

義
深
い
一
日
と
な
り
ま
し

た
。
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詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1251）までお
問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童

委員が相談をお受けしま

す。※1回の相談人数は8人

までで事前予約が必要で

す。定員に達した場合は受

付を終了します。

　３月１１日（火）14時～16時

　御荘老人福祉センター

福祉法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　３月８日（土）・２６日（水）

　14時～16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所
使
用
し
て
い
な
い
バ
イ
ク
等
に
も
税
金
が
か
か
り
ま
す

■
税
務
課
か
ら

愛
南
町
い
や
し
の
郷
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
２
０
１
４ 

エ
ン
ト
リ
ー
受
付
を
開
始
し
ま
し
た

■
生
涯
学
習
課
か
ら

は
り
、き
ゅ
う
、マ
ッ
サ
ー
ジ
等
施
術
費
の

助
成
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
高
齢
者
支
援
課
か
ら

配
食
サ
ー
ビ
ス
で
「
食
」
の
自
立
を
支
援
し
ま
す

■
高
齢
者
支
援
課
か
ら

　
使
用
し
て
い
な
い
バ
イ
ク
や
軽
自

動
車
等
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
平
成
26

年
４
月
１
日
時
点
で
原
付
バ
イ
ク
や

軽
自
動
車
等
を
所
有
し
て
い
る
人
に

は
、
平
成
26
年
度
の
軽
自
動
車
税
が

か
か
り
ま
す
。
す
で
に
廃
車
し
た
、

人
に
譲
っ
た
又
は
盗
難
に
あ
っ
た
場

大
会
日
時
　
６
月
７
日（
土
） 

　
　
　
　
　
13
時
ス
タ
ー
ト

場
所
　
愛
南
町
西
海
地
域

申
込
締
切
　
４
月
10
日（
木
）

申
込
方
法

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト(h

ttp
://a
in
a
n
tria
th
lo
n
.jp
)

又

は
郵
便
に
よ
る
申
込
み

※
本
大
会
は
２
０
１
４
Ｊ
Ｔ
Ｕ
エ
イ
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ

対
象
大
会
、
２
０
１
４
長
崎
国
体
愛
媛
県
選
考
会
、

２
０
１
４
Ｊ
Ｔ
Ｕ
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
サ
ー
キ
ッ

ト
大
会
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

問
合
せ

　
愛
南
町
い
や
し
の
郷
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

　
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局 

℡
７
３
―

１
１
１
２

　
愛
南
町
で
は
、
長
年
社
会
に
貢
献

さ
れ
て
き
た
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

の
た
め
に
、
は
り
、
き
ゅ
う
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
等
の
施
術
費
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

受
給
資
格
者
　
愛
南
町
に
住
所
を
有

す
る
満
65
歳
以
上
の
方

助
成
額
　
１
診
療
当
た
り
１
，０
０
０

円（
１
か
月
に
２
回
ま
で
）

施
術
機
関
　
愛
南
町
内
、
宇
和
島
市

内
で
指
定
を
受
け
て
い
る
施
術
所 

※
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
宿
毛
市

内
の
施
術
所
も
指
定
し
ま
す
。

そ
の
他
　
助
成
を
受
け
る
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
高
齢
者
支
援
課

　
℡
７
２
―

７
３
２
５

合
な
ど
で
、
ま
だ
廃
車
又
は
名
義
変

更
の
手
続
き
を
行
っ
て
い
な
い
方

は
、
４
月
１
日（
火
）ま
で
に
必
ず
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

　
税
務
課 

℡
７
２
―

７
３
０
１

　
愛
南
町
で
は
、
高
齢
者
が
健
康
で

自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
安
否

の
確
認
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
高
齢
と
な
り
食
生
活
に
支
障
が

あ
る
方
に
対
し
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
高
齢
者
の
単
身
世
帯
及
び

高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
食
事
の
準
備

が
困
難
な
方

利
用
者
負
担
額
　

　
１
食
に
つ
き
４
５
０
円

利
用
回
数
　
週
４
回
（
月
・
火
・
木
・

金
の
希
望
日 

※
昼
食
の
み
）

問
合
せ

　
高
齢
者
支
援
課

 

℡
７
２
―

７
３
２
５
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平
成
26
年
度
に
国
民
健
康
保
険
税
率
を
改
正
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
の
送
付
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

　
国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、
国
民

皆
保
険
制
度
を
支
え
る
大
切
な
仕
組

み
で
す
。

　
愛
南
町
で
は
人
口
の
約
４
割
の
方

が
国
保
に
加
入
し
て
い
ま
す
が
、
近

年
、
国
保
の
財
政
運
営
は
非
常
に
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
平
成
20
年
度
か

ら
の
５
年
間
で
、
「
一
般
会
計
」
か

ら
「
国
保
会
計
」
へ
の
財
政
支
援
額

は
９
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。
一
般

会
計
か
ら
の
補
て
ん
が
増
え
続
け
る

と
、
国
保
加
入
者
以
外
の
方
へ
の
負

担
が
更
に
重
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
主
な
要
因
と
し
て
、
国
保
加

入
者
の
高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
な

ど
に
よ
っ
て
１
人
当
た
り
の
医
療
費

が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
や
、

平
成
16
年
度
の
町
村
合
併
以
降
、
保

険
税
率
の
改
正
が
な
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
現
行
税
率
の
ま
ま
で
は
、
今
後
毎

年
３
億
円
近
く
の
財
源
不
足
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
４
月

か
ら
保
険
税
率
を
比
較
表
の
と
お
り

改
正
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
病
気
を
早
期
に
発
見
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
特
定
健
診
等
の

受
診
促
進
を
図
り
、
ま
た
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
啓
発
を
行
う
な

ど
、
今
後
と
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
医

療
費
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
の
で
、

皆
様
に
も
国
保
制
度
及
び
国
保
税
に

つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

保険税率比較表

区　分
平成26年度（改正後） 平成25年度（改正前）

医療分 支援分 介護分 医療分 支援分 介護分

所得割額（％） 7.0 2.2 2.1 5.3 1.5 1.4

資産割額（％） 29.6 7.4 5.9 36.6 10.4 6.7

均等割額（円） 16,900 5,100 5,700 14,800 4,200 5,200

平等割額（円） 23,500 6,900 5,400 20,200 5,800 4,900

〔医療分：基礎課税分〕
〔支援分：後期高齢者支援金等課税分〕
〔介護分：介護納付金課税分（40歳～64歳）…40歳になった月から、65歳となる月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  の前月まで介護分が課税されます〕
所得割額：（平成25年中の合計所得金額－33万円）×上表の税率
資産割額：平成26年度の固定資産税額
　　　　　（土地・家屋分：共有財産を含む）×上表の税率
均等割額：上表の税率×世帯内の国保加入者数（被保険者数）
平等割額：1世帯につき上表の税額
※低所得者の負担軽減を図るため、世帯主と世帯内の国保加入者の合計所得に
応じて、均等割額及び平等割額の、7割・5割・2割分を減額する制度を設けて
います。
（ただし、未申告の方は軽減を受けられませんので、申告をお願いします。）

　
現
在
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
は
簡
易
書
留
で
郵
送
し
て
い
ま

す
が
、
４
月
１
日
か
ら
は
普
通
郵
便

で
の
送
付
に
な
り
ま
す
。

※
簡
易
書
留
で
の
郵
送
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
町
民
課
又
は
各
支
所
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ  

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

医
療
費
節
約
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

◇
病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
の
た
め
、

定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

◇
一
つ
の
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を

受
診
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
複
数
回
の

投
薬
等
で
体
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

◇
緊
急
性
が
な
い
場
合
、
休
日
や
時
間

外
の
受
診
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

◇
医
薬
品
に
か
か
る
費
用
を
抑
制
す
る

た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ  

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０
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平
成
26
年
４
月
分
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

■
町
民
課
か
ら

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

■
町
民
課
か
ら

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
月
納
め

る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
納
め
忘
れ

の
防
止
や
、
金
融
機
関
に
行
く
手
間

と
時
間
を
省
く
た
め
、
１
年
間
又
は

一
定
期
間
ま
と
め
て
納
め
る
前
納
制

度
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。
国
民
年
金

を
前
納
す
る
と
割
引
が
あ
り
ま
す
。

前
納
す
る
場
合

○
４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
付
案
内
書
に
入
っ

て
い
る
「
前
納
納
付
書
」
で
納
付

し
て
く
だ
さ
い
（
納
付
期
限
は
平

成
26
年
４
月
30
日
で
す
。）。

○
５
月
以
降
の
前
納
も
で
き
ま
す
。

ご
希
望
の
方
に
は
納
付
書
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
年
金

事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

（
申
込
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の

前
納
に
な
り
ま
す
。）。

【
平
成
26
年
４
月
〜
平
成
27
年
３
月
の

国
民
年
金
保
険
料
額
】

◇
１
か
月
ず
つ
納
付

　
　
１
８
３
，０
０
０
円

　（
１
５
，２
５
０
円
×
12
か
月
）

◇
12
か
月
分
ま
と
め
て
納
付

　
　
１
７
９
，７
５
０
円

　（
12
か
月
前
納
の
割
引
額

　
　
　
　
　
　
　
　
３
，２
５
０
円
）

◇
６
か
月
分
ま
と
め
て
納
付 

　
　
９
０
，７
６
０
円

　（
６
か
月
前
納
の
割
引
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

７
４
０
円
）

問
合
せ

　

　
宇
和
島
年
金
事
務
所 
国
民
年
金
課

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

今
月
の
社
会
保
険
・

　
年
金
一
日
相
談
（
予
約
制
）

 

○
３
月
18
日（
火
）

　 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
お
客
様
相
談
室

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

電
話
受
付
対
応
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

  

税
務
課
等
か
ら

３
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

国

民

健

康

保

険

税

10期分/

10期分

介

護

保

険

料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

9期分/

9期分

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず

督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま

す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま

す
。

平
成
26
年
４
月
か
ら

１
か
月
の
国
民
年
金
保
険
料
額
は

１
５
，２
５
０
円
で
す
。

　（
平
成
25
年
度
保
険
料
額

　
　
１
５
，０
４
０
円
か
ら

　
　
　
２
１
０
円
引
上
げ
）

　
今
回
被
保
険
者
証
の
更
新
に
合
わ

せ
、
愛
南
町
に
お
住
ま
い
の
皆
様
に

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー

ド
」
を
送
付
し
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
「
後
発

医
薬
品
」
と
も
呼
ば
れ
、新
薬
（
先
発

医
薬
品
）
の
独
占
販
売
期
間
が
終
了

し
た
後
に
販

売
が
許
可
さ

れ
る
医
療
用

薬
品
の
こ
と

で
す
。
新
薬

と
有
効
主
成

分
や
そ
の
含

有
量
は
同
じ

で
、
品
質
・
安

全
性
が
同
等

と
み
な
さ
れ

て
い
る
薬
で
す
が
、
価
格
は
新
薬
に

比
べ
大
幅
に
安
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
例
え
ば
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
使
う
と
一
般
的
に
自
己
負
担
３
割

の
方
で
、
高
血
圧
の
薬
で
年
間
２
，

５
０
０
円
、
糖
尿
病
の
薬
の
場
合
は

４
，
８
０
０
円
ほ
ど
安
く
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
処
方
し

て
も
ら
う
に
は
、
医
師
に
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
し
て
ほ
し
い
」
と

伝
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
自
分
か

ら
言
い
出
し
に
く
い
と
い
う
方
は
、

ぜ
ひ
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」
を
使
っ
て
、
医
師
や
薬
剤

師
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
希
望

意
思
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ  

町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０
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「
愛
南
び
や
び
や
祭
り
２
０
１
４
」

特
産
品
販
売
出
店
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

■
商
工
観
光
課
か
ら

石
垣
の
里 

だ
ん
だ
ん
雛
祭
り
の
ご
案
内

■
西
海
支
所
か
ら

愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
「
イ
チ
ゴ
狩
り
体
験
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

■
環
境
衛
生
課
か
ら

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
員
を
募
集
し
ま
す

■
水
道
課
か
ら

　
愛
南
町
の
特
産
品
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
、
５
月
25
日
（
日
）
、
南
レ
ク

ロ
ッ
ジ
前
広
場
を
主
会
場
に
「
愛
南

び
や
び
や
祭
り
２
０
１
４
」
を
開
催

し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
当
た

り
、
出
店
希
望
者
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
出
店
を
希
望
さ
れ
る
方

は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
３
月
10
日（
月
） 

18
時
〜

場
所
　
城
辺
社
会
福
祉
会
館

　
　
　
３
階
中
ホ
ー
ル

問
合
せ

　
商
工
観
光
課
内
　
愛
南
び

や
び
や
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局 

℡
７
２
―

７
３
１
５

　
外
泊
地
区
に

受
け
継
が
れ
る

石
垣
の
文
化
を

保
存
伝
承
し
、

心
に
残
る
ふ
る

さ
と
の
風
景
を

守
ろ
う
と
、

「
い
し
が
き
守

ろ
う
会
」
と
外

泊
地
区
が
主
催

す
る
「
石
垣
の

里 

だ
ん
だ
ん
雛
祭
り
」
が
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、
２
０
０

個
以
上
の
愛
ら
し
い
石
雛
が
展
示
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

開
催
期
間
　
〜
４
月
３
日（
木
）

散
策
展
示
場
所
　
外
泊
地
区
集
落
内

（
野
外
展
示
）

※
５
月
６
日
（
火
）
ま
で
「
石
垣
の
里 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
も
開
催
さ
れ

ま
す
。
平
日
は
点
灯
し
な
い
期
間
も

あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
の

上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
西
海
支
所  

℡
８
２
―

１
１
１
１

　
ご
家
族
・
ご
友
人
な
ど

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
３
月
15
日（
土
）

午
前
10
時
〜（
雨
天
決
行
）

場
所
　
緑
乙（
樋
口
）

定
員
　
10
名（
先
着
順
）

参
加
費
　
１
人
　

　
　
　
　
１
，０
０
０
円

　  

（
持
ち
帰
り
は
別
途
）

申
込
締
切
　
３
月
13
日（
木
）

申
込
み
・
問
合
せ 

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
７
２
―

７
３
１
１

　
１
月
下
旬
、
愛
南
町
内
（
一
本
松

地
域
）
で
、
特
定
外
来
生
物
「
セ
ア

カ
ゴ
ケ
グ
モ
」
の
メ
ス
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

　
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ

に
触
る
と
咬
ま
れ
る

こ
と
が
あ
り
、
メ
ス

は
毒
を
持
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
素
手
で

捕
ま
え
た
り
し
な
い

よ
う
注
意
が
必
要
で

す
。
万
が
一
咬
ま
れ

た
と
き
は
、
速
や
か
に
医
療
機
関
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
セ

ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
を
発
見
し
た
場
合
は

家
庭
用
殺
虫
剤
（
ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
系
）

を
噴
霧
し
て
駆
除
す
る
と
と
も
に
、

環
境
衛
生
課
又
は
愛
媛
県
生
物
多

様
性
セ
ン
タ
ー（
℡
０
８
９
―

９
３
１

―

８
７
５
７
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

　
環
境
衛
生
課 

℡
７
２
―

７
３
１
６

　
愛
南
町
で
は
、
水
道
メ
ー
タ
ー
検

針
員
を
募
集
し
ま
す
。
提
出
書
類
、

報
酬
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

募
集
人
数
　
１
名

資
格
要
件
　
町
内
在
住
の
20
歳
以
上

65
歳
未
満
の
方

申
込
締
切
　
４
月
11
日（
金
）

検
針
区
域
　
僧
都
区
域
（
僧
都
、
山

出
）　
※
１
５
０
件
程
度

問
合
せ  

水
道
課 

℡
７
２
―

０
８
３
５
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可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
家
・

　
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に

■
愛
南
地
域
連
携
会
議
か
ら

　
鈴
木
さ
ん
（
仮
名
）
の
奥
さ
ん
は
、

介
護
疲
れ
か
ら
体
調
を
崩
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ケ
ア
マ
ネ
の
勧
め
も
あ

り
、
老
人
保
健
施
設
の
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
１
週
間
利
用
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
夫
婦
が
離
れ
て
過
ご
す
こ

と
は
初
め
て
な
の
で
、
施
設
の
利
用

は
不
安
で
し
た
。
施
設
の
相
談
員
か

ら
、
老
人
保
健
施
設
は
①
医
師
が
い

て
看
護
師
の
数
も
多
く
、
医
療
的
に

安
心
で
き
る
。
②
必
要
に
応
じ
て
個

別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
も
可
能
　

③ 

好
き
な
と
き
に
車
椅
子
に
乗
る
こ

と
も
で
き
る
な
ど
と
聞
き
、
二
人
と

も
安
心
し
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用

当
日
が
き
ま
し
た
。
施
設
の
職
員
が

鈴
木
さ
ん
を
ベ
ッ
ド
ま
で
迎
え
に
き

て
、寝
台
車
で
移
動
し
ま
し
た
。
最
初

は
緊
張
気
味
だ
っ
た
鈴
木
さ
ん
も
、

職
員
の
笑
顔
の
対
応
に
つ
ら
れ
た
の

か
、
い
つ
し
か
笑
顔
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
心
配
し
て
い
た
痛
み
は
、
看
護
師

が
こ
ま
め
に
観
察
し
な
が
ら
薬
の
管

理
を
行
い
、
施
設
医
師
、
か
か
り

つ
け
医
と
も
連
携
を
図
る
こ
と
で
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
気
分
の
良
い
日
は
ベ
ッ
ド
か
ら

車
椅
子
に
乗
せ
て
も
ら
い
、
少
し
の

距
離
な
ら
自
分
で
車
椅
子
を
使
っ
て

移
動
す
る
こ
と
が
で
き
、
職
員
と
一

緒
に
喜
び
ま
し
た
。
面
会
に
来
た
奥

さ
ん
は
、
鈴
木
さ
ん
と
一
緒
に
、
上

手
な
寝
返
り
の
仕
方
や
排
泄
に
関
す

る
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
一
週
間
の
施
設
利
用
で
、
奥

さ
ん
の
体
調
は
ず
い
ぶ
ん
良
く
な
り

ま
し
た
。
利
用
後
、
ケ
ア
マ
ネ
が
感

想
を
尋
ね
る
と
、
奥
さ
ん
は
「
医
療

管
理
を
し
て
も
ら
え
る
施
設
だ
っ
た

の
で
良
か
っ
た
」、
鈴
木
さ
ん
は
「
自

分
で
車
椅
子
を
動
か
せ
て
う
れ
し

か
っ
た
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
ケ
ア

マ
ネ
は
、「
自
分
ば
か
り
休
ん
で
悪
い

気
が
す
る
」
と
言
う
奥
さ
ん
に
「
奥

さ
ん
が
健
康
で
あ
る
こ
と
は
、
夫
婦

が
一
緒
に
家
で
暮
ら
せ
る
条
件
で
も

あ
り
ま
す
よ
」
と
伝
え
、
今
後
の
利

用
も
勧
め
ま
し
た
。

　
数
か
月
が
経
過
し
、
鈴
木
さ
ん
の

体
力
は
日
ご
と
に
落
ち
て
い
き
ま
し

た
。
も
う
通
所
リ
ハ
ビ
リ
に
行
く
体

力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ケ
ア
マ
ネ
は
、

訪
問
介
護
、訪
問
看
護
を
中
心
に
サ
ー
ビ

ス
を
検
討
し
、鈴
木
さ
ん
の
体
調
に
合
わ

せ
て
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

　
お
風
呂
に
入
る
体
力
が
な
い
た
め
、

ベ
ッ
ド
の
上
で
体
や
頭
、
手
足
も
洗
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
「
お

風
呂
に
入
れ
な
く
て
も
、
き
れ
い
に
し

て
も
ら
っ
て
気
持
ち
い
い
」
と
、
ヘ
ル

パ
ー
や
看
護
師
が
来
る
の
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
し
た
。

　
徐
々
に
食
事
の
量
が
減
り
、
つ
い
に

全
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。
奥
さ
ん
は
不
安
で
仕
方
あ
り
ま

せ
ん
。
「
入
院
し
た
方
が
い
い
の
だ
ろ

う
か
」
と
ケ
ア
マ
ネ
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
鈴
木
さ
ん
の
口
か
ら
「
入
院
は
も

う
え
え
。
家
に
お
り
た
い
」
と
い
う
言

葉
が
出
ま
し
た
。
奥
さ
ん
は
、
本
人
の

希
望
を
受
け
入
れ
、
家
で
看
取
る
こ
と

を
決
心
し
ま
し
た
。

　
食
事
の
代
わ
り
に
点
滴
が
始
ま
り
ま

し
た
。
訪
問
看
護
師
は
、
毎
日
鈴
木
さ

ん
の
状
態
を
観
察
し
な
が
ら
、
か
か
り

つ
け
医
や
訪
問
介
護
士
、
ケ
ア
マ
ネ
と

の
連
携
を
図
り
ま
し
た
。
訪
問
看
護
師

が
点
滴
の
管
理
や
介
護
の
ア
ド
バ
イ
ス

に
加
え
、
鈴
木
さ
ん
や
奥
さ
ん
が
不
安
に

思
っ
て
い
る
こ
と
を
、
そ
の
都
度
聞
い
て

い
き
ま
し
た
。

　
点
滴
に
よ
る
栄
養
補
給
が
続
い
て
か

ら
数
日
後
、
鈴
木
さ
ん
の
容
態
が
急
変

し
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
の
傍
ら
に
は
長

シ
リ
ー
ズ
④

年
苦
労
を
共
に
し
て
き
た
奥
さ
ん
が
看

護
師
と
共
に
寄
り
添
っ
て
い
ま
す
。
鈴

木
さ
ん
は
、
や
が
て
安
ら
か
に
息
を
引

き
取
り
ま
し
た
。
奥
さ
ん
は
「
お
父
さ

ん
、
よ
う
が
ん
ば
っ
た
ね
。
あ
り
が
と

う
ね
」
と
涙
を
流
し
な
が
ら
、最
後
に
感

謝
の
言
葉
を
伝
え
ま
し
た
。

　
が
ん
検
診
か
ら
始
ま
っ
た
鈴
木
さ
ん

と
奥
さ
ん
の
が
ん
と
の
闘
い
。
二
人
に

一
人
は
が
ん
に
な
る
と
い
わ
れ
る
昨

今
、
鈴
木
さ
ん
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
決

し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

治
療
か
ら
生
活
支
援
ま
で
、
様
々
な
人

を
介
し
て
、
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し

た
。
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
家
、
地

域
で
暮
ら
す
た
め
に
、
今
、
愛
南
町
に

あ
る
地
域
資
源
を
基
に
、
愛
南
町
で
で

き
る
こ
と
と
し
て
、
愛
南
地
域
連
携
会

議
を
通
じ
て
発
信
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
最
後
ま
で

読
ん
で
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
お
わ
り
）

問
合
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡
７
２
―

７
３
２
５


